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厚
生
労
働
省
・
文
部
科
学
省
両
省
の
調
査
に
よ
れ

ば
、
来
春
卒
業
予
定
の
大
学
生
就
職
内
定
率
（
一
〇

月
一
日
時
点
）
は
七
一
・
二
％
で
、
前
年
同
期
比
四
・

七
ポ
イ
ン
ト
増
で
あ
っ
た
。
北
海
道
・
東
北
地
区
は

六
八
・
五
％
で
あ
り
、
同
五
・
六
ポ
イ
ン
ト
増
で
あ
っ

た
（『
北
海
道
新
聞
』
二
〇
一
六
年
一
一
月
一
九
日

付
朝
刊
）。
ち
な
み
に
道
内
学
生
の
就
職
の
特
徴
が

地
元
志
向
で
あ
る
こ
と
は
、
周
知
の
通
り
で
あ
る
。

　

札
幌
市
が
二
〇
一
六
（
平
成
二
八
）
年
一
月
に
発

表
し
た
「
地
元
就
職
促
進
施
策
検
討
調
査
」（
札
幌

市
内
一
五
大
学
に
在
籍
す
る
大
学
四
年
生
と
大
学
院

修
士
課
程
二
年
生
が
対
象
）
に
よ
れ
ば
、
希
望
・
予

定
す
る
勤
務
地
で
は
「
札
幌
市
内
」
は
文
系
男
子

六
七
・
〇
％
、
文
系
女
子
六
六
・
二
％
で
あ
っ
た
。
さ

ら
に
「
札
幌
市
以
外
の
道
内
」
を
加
え
る
と
、
文
系

男
子
八
八
・
三
％
、
文
系
女
子
八
〇
・
三
％
と
な
り
、

理
系
男
子
五
七
・
一
％
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
。

　

ま
た
就
職
先
選
定
時
に
「
特
に
重
視
す
る
」
項
目

は
「
企
業
等
の
組
織
の
雰
囲
気
や
社
風
が
自
分
に
あ
っ

て
い
る
」で
あ
っ
て
五
六
・
七
％
と
半
数
を
超
え
、「
賃

金
が
高
い
、
福
利
厚
生
が
充
実
し
て
い
る
」
三
二
・

七
％
を
二
〇
数
ポ
イ
ン
ト
上
回
っ
て
い
た
。「
大
学

で
学
ん
だ
専
門
知
識
が
活
か
さ
れ
る
」
一
九
・
九
％
、

「
企
業
に
知
名
度
が
あ
る
、
ま
た
は
企
業
規
模
が
大

き
い
」
九
・
四
％
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
な
仕
事
が
で
き
る

七
・
六
％
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
後
者
三
つ
の
数
字
は

見
方
に
よ
れ
ば
、
お
寒
い
数
字
と
言
え
る
か
も
し
れ

な
い
。

　

要
す
る
に
「
お
金
」
よ
り
「
居
心
地
の
よ
さ
」
を

求
め
、
大
競
争
を
避
け
て
の
勝
手
知
っ
た
る
地
元
が

安
心
と
い
う
こ
と
か
。
と
り
わ
け
文
系
学
生
の
地
元

志
向
は
強
い
。
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
の
到
来
が
告
げ
ら

れ
て
久
し
い
も
の
の
、
北
海
道
の
若
年
層
の
意
識
は

地
域
社
会
重
視
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
グ

ロ
ー
バ
ル
人
材
養
成
を
声
高
に
叫
ぶ
識
者
や
企
業
経

営
者
に
と
っ
て
は
、不
都
合
な
真
実
か
も
し
れ
な
い
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
や
ハ
ン
グ
リ
ー
精
神
を
求
め
る
意

見
に
従
う
な
ら
ば
、
甘
い
と
言
え
ば
そ
れ
ま
で
か
。

　

も
ち
ろ
ん
筆
者
と
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
養
成
の

必
要
性
は
否
定
す
る
つ
も
り
は
な
い
。
だ
が
、
言
い

換
え
る
な
ら
ば
地
元
志
向
は
、
道
内
に
は
若
年
層
向

け
の
雇
用
の
場
が
一
定
程
度
存
在
す
る
こ
と
の
証
左

で
も
あ
る
。
皮
肉
め
い
て
言
え
ば
地
域
創
生
の
視
点

か
ら
は
、
札
幌
市
は
言
う
に
及
ば
ず
北
海
道
に
と
っ

て
は
望
ま
し
い
こ
と
だ
。

　

願
わ
く
は
同
じ
職
場
で
長
く
働
い
て
も
ら
い
た
い

も
の
で
あ
る
。
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
や
キ
ャ
リ
ア
チ
ェ

ン
ジ
等
々
の
浮
か
れ
た
言
葉
、
あ
る
い
は
華
麗
な
る

転
進
を
叶
え
る
幻
想
を
与
え
る
か
も
し
れ
な
い
転
職

市
場
に
引
き
込
ま
れ
な
い
よ
う
に
し
て
も
ら
い
た
い
。

ほ
ろ
苦
い
私
学
人
生
を
何
と
か
生
き
て
き
た
筆
者
の

独
断
と
偏
見
に
よ
れ
ば
、
コ
ス
ト
・
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
が
流
行
の
世
の
中
に
あ
っ
て
も
、
充
実
し
た
仕
事

人
生
の
道
は
、
実
績
と
信
用
の
積
み
重
ね
し
か
な
い

の
で
は
な
い
か
。
誠
実
に
生
き
る
こ
と
だ
。

　

キ
ャ
リ
ア
と
は
毎
日
の
仕
事
へ
の
取
り
組
み
方
や

姿
勢
、
さ
ら
に
飛
躍
し
て
言
う
な
ら
ば
仕
事
人
生
の

生
き
方
が
、
自
分
自
身
の
キ
ャ
リ
ア
の
基
盤
に
な
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
決
し
て
促
成
栽
培

で
は
実
現
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
地
道
に
手
間
隙

か
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
有
機
栽
培
と
言
え
る
。
タ

テ
社
会
の
日
本
型
組
織
で
は
、
簡
単
に
新
人
を
認
め

な
い
も
の
で
あ
る
。

　

筆
者
が
懸
念
す
る
点
は
、
就
職
活
動
が
短
期
化
す

る
な
ら
ば
、
そ
の
一
方
で
早
期
離
職
の
危
険
性
が
高

ま
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
学
生
が

企
業
や
仕
事
内
容
に
関
し
て
十
分
理
解
す
る
こ
と
な

く
入
社
し
た
な
ら
ば
、
瞬
く
間
に
行
き
詰
っ
て
し
ま

い
、
最
近
の
若
者
の
特
徴
の
一
つ
で
も
あ
る
耐
性
の

弱
さ
と
も
あ
い
ま
っ
て
、
離
職
率
が
高
ま
る
恐
れ
も

あ
る
。
厚
生
労
働
省
が
公
表
し
た
「
新
規
学
卒
者
の

離
職
状
況
」
に
よ
れ
ば
、
二
〇
一
三
年
三
月
に
大
学

を
卒
業
し
、
三
年
以
内
離
職
し
た
就
労
者
の
割
合
は

三
一
・
九
％
で
あ
っ
た
（『
大
學
新
聞
』
二
〇
一
六
年

一
一
月
一
〇
日
付
）。
離
職
者
は
約
三
人
に
一
人
の

割
合
で
あ
る
。

　

と
り
わ
け
職
場
の
人
間
関
係
に
不
安
を
持
っ
て
い

る
内
定
学
生
は
決
し
て
少
な
く
は
な
い
と
、
筆
者
は

推
察
し
て
い
る
。演
繹
的
な
学
び
に
慣
れ
、ソ
シ
ャ
ー

ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）
に
過
度
に
依
存
す
る

学
生
生
活
か
ら
、
帰
納
的
に
仕
事
を
学
ん
で
い
く
た

め
に
、
フ
ェ
ィ
ス
・
ト
ゥ
・
フ
ェ
イ
ス
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
重
視
さ
れ
る
仕
事
生
活
に
向
け
て
、

円
滑
に
移
行
す
る
準
備
が
必
要
で
あ
る
。

　

打
算
や
思
惑
は
た
ま
た
損
得
勘
定
で
動
く
「
感
情

の
動
物
」
が
構
成
す
る
タ
テ
社
会
を
し
た
た
か
に
生

き
抜
い
て
、
さ
さ
や
か
で
あ
っ
て
も
仕
事
を
通
し
て

夢
や
希
望
を
達
成
し
て
欲
し
い
。
ロ
マ
ン
チ
ス
ト
こ

そ
リ
ア
リ
ス
ト
。
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演
繹
的
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び
か
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帰
納
的
学
び
へ


